
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
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液晶に印加される電圧に対応する画像の各画素の階調値を表す画像データを、前記各画
素における階調値の変化に基づいて補正して出力する液晶駆動用画像処理回路であって、
現フレームの画像を表す画像データを符号化することにより、前記現フレームの画像に対
応する符号化画像データを出力する符号化手段と、
前記符号化画像データを復号化することにより前記現フレームの画像データに対応する第
１の復号化画像データを出力する復号化手段と、
前記符号化画像データを１フレームに相当する期間遅延する遅延手段と、
前記遅延手段により出力される前記符号化画像データを復号化することにより、前記現フ
レームの１フレーム前の画像データに対応する第２の復号化画像データを出力する復号化
手段と、
前記第１の復号化画像データと前記第２の復号化画像データとの間の変化量を画素毎に求
める手段と、
前記変化量と前記現フレームの画像データとを用いて、前記１フレーム前の画像データに
対応する第１の再生画像データを算出する手段と、
前記変化量が所定の閾値より小さい画素については前記第１の再生画像データを選択し、
前記変化量が前記閾値より大きい画素については前記第２の復号化画像を選択することに
より、前記１フレーム前の画像データに対応する第２の再生画像データを生成する手段と
、



【請求項２】
　

【請求項３】
　

。
【請求項４】
　

。
【請求項５】
　

。
【請求項６】
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前記現フレームの画像データおよび前記第２の再生画像データに基づいて、前記現フレー
ムの画像の階調値を補正する画像データ補正手段とを備えたことを特徴とする液晶駆動用
画像処理回路。

前記第２の再生画像データを生成する手段は、前記変化量が第１の閾値より小さい画素
については前記第１の再生画像データを選択し、当該第１の閾値より大きい第２の閾値を
越える超える画素については前記第２の復号化画像を選択し、前記第１の閾値以上かつ前
記第２の閾値以下である画素については前記第１の再生画像データと前記第２の複合復号
化画像データとの重み付き平均値を選択することにより前記第２の再生画像データを生成
することを特徴とする請求項１に記載の液晶駆動用画像処理回路。

前記画像データ補正手段は、前記現フレームの画像データおよび前記第２の再生画像デ
ータに基づいて、前記現フレームの画像の階調値を補正するための補正量、または当該補
正量を用いて前記現フレームの画像データを補正した補正画像データを出力するルックア
ップテーブルを備えることを特徴とする請求項１または２に記載の液晶駆動用画像処理回
路

前記現フレームの画像データ、および前記第２の再生画像データの少なくともいずれか
のビット数を削減するデータ変換手段をさらに備え、
前記画像データ補正手段は、前記データ変換手段によりビット数を削減した前記現フレー
ムの画像データおよび前記第２の再生画像データに基づいて、前記現フレームの画像の階
調値を補正するための補正量、または当該補正量を用いて前記現フレームの画像データを
補正した補正画像データを出力するルックアップテーブルを備えたことを特徴とする請求
項１または２に記載の液晶駆動用画像処理回路

前記データ変換手段は、ビット数を削減する際に用いる閾値と、ビット数を削減する前
の前記現フレームの画像データ、およびビット数を削減する前の前記第２の再生画像デー
タの値から補間係数を算出し、
前記画像データ補正手段は、前記補間係数を用いて、前記ルックアップテーブルにより出
力される補正量、または補正画像データに対して補間演算を行うことを特徴とする請求項
４に記載の液晶駆動用画像処理回路

液晶に印加される電圧に対応する画像の各画素の階調値を表す画像データを、前記各画
素における階調値の変化に基づいて補正して出力する液晶駆動用画像処理回路であって、
現フレームの画像を表す画像データのビット数を削減して、前記現フレームの画像に対応
するビット数変換画像データを出力する量子化手段と、
前記ビット数変換画像データのビット数を復元することにより前記現フレームの画像デー
タに対応する第１のビット数復元画像データを出力する手段と、
前記ビット数変換画像データを１フレームに相当する期間遅延する遅延手段と、
前記遅延手段により出力される前記ビット数変換画像データのビット数を復元することに
より、前記現フレームの１フレーム前の画像データに対応する第２のビット数復元画像デ
ータを出力する手段と、
前記第１のビット数復元画像データと前記第２のビット数復元画像データとの間の変化量
を画素毎に求める手段と、
前記変化量と前記現フレームの画像データとを用いて、前記１フレーム前の画像データに
対応する第１の再生画像データを算出する手段と、
前記変化量が所定の閾値より小さい画素については前記第１の再生画像データを選択し、
前記変化量が前記閾値より大きい画素については前記第２のビット数復元画像データを選
択することにより、前記１フレーム前の画像データに対応する第２の再生画像データを生
成する手段と、



。
【請求項７】
　

。
【請求項８】
　

。
【請求項９】
　

【請求項１０】
　

。
【請求項１１】
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前記現フレームの画像データおよび前記第２の再生画像データに基づいて、前記現フレー
ムの画像の階調値を補正する画像データ補正手段とを備えたことを特徴とする液晶駆動用
画像処理回路

請求項１～６のいずれか１項に記載の液晶駆動用画像処理回路を備えたことを特徴とす
る液晶表示装置

液晶に印加される電圧に対応する画像の各画素の階調値を表す画像データを、前記各画
素における階調値の変化に基づいて補正して出力する液晶駆動用画像処理方法であって、
現フレームの画像を表す画像データを符号化することにより、前記現フレームの画像に対
応する符号化画像データを出力し、
前記符号化画像データを復号化することにより前記現フレームの画像データに対応する第
１の復号化画像データを出力し、
前記符号化画像データを１フレームに相当する期間遅延してから復号化することにより、
前記現フレームの１フレーム前の画像データに対応する第２の復号化画像データを出力し
、
前記第１の復号化画像データと前記第２の復号化画像データとの間の変化量を画素毎に求
め、
前記変化量と前記現フレームの画像データとを用いて、前記１フレーム前の画像データに
対応する第１の再生画像データを算出し、
前記変化量が所定の閾値より小さい画素については前記第１の再生画像データを選択し、
前記変化量が前記閾値より大きい画素については前記第２の復号化画像を選択することに
より、前記１フレーム前の画像データに対応する第２の再生画像データを生成し、
前記現フレームの画像データおよび前記第２の再生画像データに基づいて、前記現フレー
ムの画像の階調値を補正することを特徴とする液晶駆動用画像処理方法

前記変化量が第１の閾値より小さい画素については前記第１の再生画像データを選択し
、当該第１の閾値より大きい第２の閾値を超える画素については前記第２の復号化画像を
選択し、前記第１の閾値以上かつ前記第２の閾値以下である画素については前記第１の再
生画像データと前記第２の復号化画像データとの重み付き平均値を選択することにより前
記第２の再生画像データを生成することを特徴とする請求項８に記載の液晶駆動用画像処
理方法。

前記現フレームの画像データ、および前記第２の再生画像データの少なくともいずれか
のビット数を削減し、
ビット数を削減した前記現フレームの画像データおよび前記第２の再生画像データに基づ
いて、前記現フレームの画像の階調値を補正することを特徴とする請求項８または９に記
載の液晶駆動用画像処理方法

液晶に印加される電圧に対応する画像の各画素の階調値を表す画像データを、前記各画
素における階調値の変化に基づいて補正して出力する液晶駆動用画像処理方法であって、
現フレームの画像を表す画像データのビット数を削減して、前記現フレームの画像に対応
するビット数変換画像データを出力し、
前記ビット数変換画像データのビット数を復元することにより前記現フレームの画像デー
タに対応する第１のビット数復元画像データを出力し、
前記ビット数変換画像データを１フレームに相当する期間遅延し、
遅延された前記ビット数変換画像データのビット数を復元することにより、前記現フレー
ムの１フレーム前の画像データに対応する第２のビット数復元画像データを出力し、
前記第１のビット数復元画像データと前記第２のビット数復元画像データとの間の変化量
を画素毎に求め、



。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、液晶表示装置を駆動する際の液晶の応答速度を改善するために画像データ
を補正する処理方法及び処理回路に関し、特に、液晶表示装置の応答速度特性、画像デー
タの変化量に対応させて、画像を表示するための信号の電圧レベルを補正する処理方法及
び処理回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶パネルは、駆動電圧をかけることによって分子の向きを変え、光の透過率を増減さ
せることで画像の階調表示が可能であり、また、厚みが薄く軽量であるため、テレビジョ
ン受信機、コンピュータのディスプレイ装置、携帯情報端末の表示部等の表示装置として
広く用いられている。しかし、液晶パネルに用いられている液晶は、累積応答効果により
透過率が変化するため、画像の変化が速い場合に対応できないという欠点がある。こうし
た問題を解決するために、画像データの階調が変化する時の液晶駆動電圧を通常の駆動電
圧よりも大きくすることにより、液晶の応答速度を改善する方法が知られている。
【０００３】
　例えば、液晶表示装置に入力された映像信号を、Ａ／Ｄ変換回路によって所定の周波数
のクロックでサンプリングしてデジタル形式の画像データに変換し、その画像データを現
フレームの画像データとしてそのまま比較回路に入力するとともに、画像メモリにより１
フレームに相当する期間遅延させ、前フレームの画像データとして比較回路に入力する。
比較回路では、現フレームの画像データと、前フレームの画像データとを比較し、両画像
データ間の輝度変化を表す輝度変化信号を、現フレームの画像データと共に駆動回路に出
力する。駆動回路では、輝度変化信号の輝度値が増加した画素については通常の液晶駆動
電圧より高い駆動電圧を与えて液晶パネルの表示画素を駆動し、一方輝度値が減少した画
素については通常の液晶駆動電圧より低い電圧を与えて駆動する。このように、現フレー
ムの画像データと前フレームの画像データとの間で輝度値が変化する場合には、液晶駆動
電圧を通常よりもより大きく変化させることにより、液晶の応答速度を改善することがで
きる（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　また、上記した液晶の応答速度の改善例では、現フレームの画像データと前フレームの
画像データを比較して輝度変化を検出するために、画像メモリによって画像データを遅延
させているが、このような画像メモリは１フレーム分の画像データを記憶する容量を有す
る必要がある。特に、近年の画面の大型化、高精細化により液晶パネルの表示画素数が多
くなっており、これに伴い１フレーム分の画像データの量も増加しているので、遅延のた
めに用いられる画像メモリの容量も大きくする必要が生じており、画像メモリの容量の増
加は表示装置のコストを上昇させることになる。
【０００５】
　そこで、画像メモリの容量の増加を抑えるために、複数の画素に画像メモリの１アドレ
スを割り当てることで画像メモリ容量を減少させる方法が知られている。例えば、縦横１
画素おきに画素データを間引くことで４つの画素に画像メモリの１アドレスを割り当てて
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前記変化量と前記現フレームの画像データとを用いて、前記１フレーム前の画像データに
対応する第１の再生画像データを算出し、
前記変化量が所定の閾値より小さい画素については前記第１の再生画像データを選択し、
前記変化量が前記閾値より大きい画素については前記第２のビット数復元画像データを選
択することにより、前記１フレーム前の画像データに対応する第２の再生画像データを生
成し、
前記現フレームの画像データおよび前記第２の再生画像データに基づいて、前記現フレー
ムの画像の階調値を補正することを特徴とする液晶駆動用画像処理方法



記憶し、画像メモリから画素データを読み出す際には、間引いた画素のデータは記憶した
画素と同じ画像データを複数回読み出すようにすることで、画像メモリの容量を削減する
ことができる（例えば、特許文献２参照）。
【０００６】
【特許文献１】特許第２６１６６５２号公報　（第３頁－５頁、第１図）
【特許文献２】特許第３０４１９５１号公報　（第２頁－４頁、第２図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、上記した特許文献２のようにフレームメモリに記憶する画像データを縦横１画
素おき等のような単純なルールで削減する場合は、間引かれた画素データを隣接する画素
データで置換えて再生した画像データの時間的な変化量が正しく算出されない場合があり
、その場合には、画像データの補正に用いる変化量に誤差が有るため、画像データの補正
が正しく行なわれず、液晶表示装置の応答速度を改善する効果が減少するという問題があ
る。
【０００８】
　本発明は上記した問題に鑑みてなされたものであり、画像データの遅延のために必要と
される画像メモリの容量が小さくて済み、しかも画像データの変化量を正確に検出するこ
とができ、従って画像データの補正を的確に行なうことができるようにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　

前記変化量が所定の閾値より小さい画素については前記第１の再生画像データを選択し、
前記変化量が前記閾値より大きい画素については前記第２の復号化画像を選択することに
より、前記１フレーム前の画像データに対応する第２の再生画像データを生成する手段と
、

ものである。
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本発明は、液晶に印加される電圧に対応する画像の各画素の階調値を表す画像データを
、前記各画素における階調値の変化に基づいて補正して出力する液晶駆動用画像処理回路
であって、
現フレームの画像を表す画像データを符号化することにより、前記現フレームの画像に対
応する符号化画像データを出力する符号化手段と、
前記符号化画像データを復号化することにより前記現フレームの画像データに対応する第
１の復号化画像データを出力する復号化手段と、
前記符号化画像データを１フレームに相当する期間遅延する遅延手段と、
前記遅延手段により出力される前記符号化画像データを復号化することにより、前記現フ
レームの１フレーム前の画像データに対応する第２の復号化画像データを出力する復号化
手段と、
前記第１の復号化画像データと前記第２の復号化画像データとの間の変化量を画素毎に求
める手段と、
前記変化量と前記現フレームの画像データとを用いて、前記１フレーム前の画像データに
対応する第１の再生画像データを算出する手段と、

前記現フレームの画像データおよび前記第２の再生画像データに基づいて、前記現フレー
ムの画像の階調値を補正する画像データ補正手段とを備えた

また、液晶に印加される電圧に対応する画像の各画素の階調値を表す画像データを、前
記各画素における階調値の変化に基づいて補正して出力する液晶駆動用画像処理回路であ
って、
現フレームの画像を表す画像データのビット数を削減して、前記現フレームの画像に対応
するビット数変換画像データを出力する量子化手段と、
前記ビット数変換画像データのビット数を復元することにより前記現フレームの画像デー
タに対応する第１のビット数復元画像データを出力する手段と、
前記ビット数変換画像データを１フレームに相当する期間遅延する遅延手段と、



【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、データを圧縮して遅延するので、遅延部を構成する画像メモリの容量
を小さくすることができ、また画像データの変化を正確に検出することができる。
　また、画像の変化が大きい場合と、変化が小さい乃至は殆どない場合とで、それぞれ最
適な処理を行なうので、画像の変化の度合いに拘わらず、的確な補正を行なうことができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
実施の形態１．
　図１は、本発明の実施の形態１に係る液晶表示装置の駆動装置の構成を示すブロック図
である。
　入力端子１は、液晶表示装置に画像を表示させるための画像データが入力される端子で
ある。受信部２は、入力端子１から受信した画像データに対して選局および復調等の処理
を実施することにより、１フレーム分の現在の画像を表す画像データ、即ち現フレーム（
今回フレーム）の画像データＤｉ１を順次出力する。今回フレームの画像データＤｉ１は
、処理回路内で符号化などの処理を受けていないものであり、元今回フレーム画像データ
とも呼ばれる。
【００１２】
　画像データ処理回路３は、符号化部４、遅延部５、復号化部６及び７、変化量算出部８
、前フレーム画像データ２次再生部９、再生前フレーム画像データ生成部１０、および補
正画像データ生成部１１から成り、以下に詳しく述べるようにして、元今回フレーム画像
データＤｉ１に対応する、補正された今回フレームの画像データＤｊ１を生成する。補正
された今回フレームの画像データＤｊ１は、単に補正画像データとも呼ばれる。
【００１３】
　表示部１２は、一般的な液晶表示パネルにより構成され、画像データに対応する、画像
の輝度等の、画像を表示するための信号電圧を液晶に印加することにより表示動作を行う
。
【００１４】
　符号化部４は、元今回フレーム画像データＤｉ１を符号化して符号化画像データＤａ１
を出力する。符号化は、データ圧縮を伴うものであり、画像データＤｉ１のデータ量を減
少させることができる。画像データＤｉ１の符号化としては、ＦＢＴＣやＧＢＴＣなどの
ブロック符号化（ＢＴＣ）を用いることができる。また、ＪＰＥＧといった直交変換を用
いた符号化、ＪＰＥＧ－ＬＳといった予測符号化、ＪＰＥＧ２０００といったウェーブレ
ット変換など、静止画用の符号化方式であれば任意のものを用いることができる。尚、こ
うした静止画用の符号化方法は、符号化前の画像データと復号化された画像データが完全
に一致しない非可逆符号化であっても適用可能である。
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前記遅延手段により出力される前記ビット数変換画像データのビット数を復元することに
より、前記現フレームの１フレーム前の画像データに対応する第２のビット数復元画像デ
ータを出力する手段と、
前記第１のビット数復元画像データと前記第２のビット数復元画像データとの間の変化量
を画素毎に求める手段と、
前記変化量と前記現フレームの画像データとを用いて、前記１フレーム前の画像データに
対応する第１の再生画像データを算出する手段と、
前記変化量が所定の閾値より小さい画素については前記第１の再生画像データを選択し、
前記変化量が前記閾値より大きい画素については前記第２のビット数復元画像データを選
択することにより、前記１フレーム前の画像データに対応する第２の再生画像データを生
成する手段と、
前記現フレームの画像データおよび前記第２の再生画像データに基づいて、前記現フレー
ムの画像の階調値を補正する画像データ補正手段とを備えた。



【００１５】
　遅延部５は、符号化画像データＤａ１を受け、これを１フレームに相当する期間遅延し
て出力する。遅延部５の出力は、今回フレーム画像データＤｉ１の１フレーム前の画像デ
ータ、即ち前フレーム画像データ (前回フレーム画像データ )が符号化された前フレーム画
像データＤａ０である。
【００１６】
　遅延部５は、符号化画像データＤａ１を１フレーム期間記憶するメモリにより構成され
ており、画像データの符号化率（データ圧縮率）を高くするほど、メモリの容量を少なく
することができる。
【００１７】
　復号化部６は、符号化画像データＤａ１を復号化することにより、今回フレーム画像に
対応する復号化画像データＤｂ１を出力する。この復号化画像データＤｂ１は、再生今回
フレーム画像データとも呼ばれる。
【００１８】
　復号化部７は、遅延部５により遅延された符号化画像データＤａ０を復号化することに
より、前回フレームの画像に対応する復号化画像データＤｂ０を出力する。復号化画像デ
ータＤｂ０は、後述の理由で、１次再生前回フレーム画像データとも呼ばれる。
　復号化部６による復号化画像データＤｂ１の出力と復号化部７による復号化画像データ
Ｄｂ０の出力は、略同時に行なわれる。
【００１９】
　変化量算出部８は、前回フレームの画像に対応する復号化画像データＤｂ０から今回フ
レーム画像に対応する復号化画像データＤｂ１を減算することで、これらの間の差、即ち
変化量Ａｖ１及びその絶対値｜Ａｖ１｜を求める。即ち、これらの変化量及びその絶対値
を表す変化量データＤｖ１及び変化量絶対値データ｜Ｄｖ１｜を演算して出力する。なお
、後述の第２の変化量Ｄｗ１との区別のため、変化量Ａｖ１を第１の変化量と言うことも
ある。同じ理由で、変化量データＤｖ１及び変化量絶対値データ｜Ｄｖ１｜を、それぞれ
第１の変化量データ及び第１の変化量絶対値データと言うこともある。
【００２０】
　前回フレーム画像データ２次再生部９は、今回フレーム画像データＤｉ１に変化量デー
タＤｖ１を加算する（従って実効的に、元今回フレーム画像データＤｉ１の値に変化量Ａ
ｖ１を加算する）ことで、前回フレームの画像に対応する２次再生前回フレーム画像デー
タＤｐ０を算出する。復号化部７の出力を１次再生前回フレーム画像データと呼ぶのは、
前回フレーム画像データ２次再生部９から出力される２次再生前回フレーム画像データと
の区別のためである。
【００２１】
　再生前回フレーム画像データ生成部１０は、変化量算出部８が出力する変化量絶対値デ
ータ｜Ｄｖ１｜と、復号化部７からの１次再生前回フレーム画像データＤｂ０と、前回フ
レーム画像データ２次再生部９からの２次再生前回フレーム画像データＤｐ０とに基づい
て、再生前回フレーム画像データＤｑ０を生成し、補正画像データ生成部１１に出力する
。
【００２２】
　例えば、変化量絶対値データ｜Ｄｖ１｜に基づいて、１次再生前回フレーム画像データ
Ｄｂ０と２次再生前回フレーム画像データＤｐ０のいずれかを選択して出力する。より具
体的には、変化量絶対値データ｜Ｄｖ１｜が、任意に設定することが可能なしきい値ＳＨ
０より大きい場合に、１次再生前回フレーム画像データＤｂ０を選択して再生前回フレー
ム画像データＤｑ０として出力し、変化量絶対値データ｜Ｄｖ１｜がしきい値ＳＨ０より
小さい場合に２次再生前回フレーム画像データＤｐ０を選択して再生前回フレーム画像デ
ータＤｑ０として出力する。
【００２３】
　補正画像データ生成部１１は、元今回フレーム画像データＤｉ１と、再生前回フレーム
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画像データＤｑ０とに基づいて、補正画像データＤｊ１を生成して出力する。
　この補正は、液晶表示装置の応答速度特性による遅れを補償するために行なわれるもの
であり、例えば画像の輝度値が今回フレームと前回フレームとの間で変化する場合に、前
回フレーム画像の表示から１フレーム期間が経過する前に、液晶が今回フレーム画像の輝
度値に対応する透過率となるようにするために、今回フレーム画像データＤｉ１に対応し
て画像の輝度値を定める信号の電圧レベルを補正する。
　補正画像データ生成部１１は、液晶表示装置の表示部１２に画像データが入力されてか
ら表示されるまでの時間を示す応答速度特性、および液晶表示装置の駆動装置に入力され
る前回フレームの画像データと今回フレームの画像データとの間の変化量に対応させて、
今回フレームの画像データに対応する、画像を表示するための信号の電圧レベルを補正す
るものである。
【００２４】
　図２（ａ）、（ｂ）は、補正画像データ生成部１１の例をより詳しく示すものである。
図２（ａ）の補正画像データ生成部１１は、減算部１１ａと、補正値生成部１１ｂと、補
正部１１ｃとを有する。
　減算部１１ａは、再生前回フレーム画像データＤｑ０と元今回フレーム画像データＤｉ
１との差、即ち第２の変化量Ｄｗ１を演算する。再生前回フレーム画像データＤｑ０は、
１次再生前回フレーム画像データＤｂ０と２次再生前回フレーム画像データＤｐ０のうち
、変化量絶対値データ｜Ｄｖ１｜の値に応じて選択された方のものである。
【００２５】
　補正値生成部１１ｂは、第２の変化量Ｄｗ１に対応する液晶の応答時間から補正値Ｄｃ
１を演算して出力する。
　補正部１１ｂの動作を示す式の例としては、Ｄｃ１＝Ｄｗ１＊ａを用いることができる
。ここでａは、表示部１２に用いられる液晶の特性により決められ、補正値Ｄｃ１を求め
るための重み付け係数である。
　補正値生成部１１ｂは、減算部１１ａが出力する変化量Ｄｗ１に重み付け係数ａを乗ず
ることで補正値Ｄｃ１を求める。
　また、補正値生成部１１ｂは、図２（ｂ）に示す補正値生成部１１ｄのように構成して
、Ｄｃ１＝Ｄｗ１＊ａ（Ｄｉ１）の演算式を用いて補正値Ｄｃ１を求めることもできる。
ここで、ａ（Ｄｉ１）は、補正値Ｄｃ１を求めるための重み付け係数で、元今回フレーム
画像データＤｉ１に基づいて重み付け係数が発生する。この関数は、例えば高輝度の部分
の重み付けを強くしたり、中間輝度の部分の重み付けを強くするなど、液晶の特性に応じ
て決定され、２次あるいはより高次の関数が用いられる。
　補正部１１ｃは、補正値Ｄｃ１を用いて元今回フレーム画像データＤｉ１を補正して、
補正画像データＤｊ１を出力する。補正部１１ｃは例えば、補正値Ｄｃ１を元今回フレー
ム画像データＤｉ１に加算することで、補正画像データＤｊ１を生成するものである。
　なお、このような補正部の代りに、補正値Ｄｃ１を元今回フレーム画像データＤｉ１に
乗算することにより、補正画像データＤｊ１を生成するものを用いても良い。
【００２６】
　表示部１２は、液晶パネルを用いたものであり、補正画像データＤｊ１に対応する電圧
を液晶に印加することにより、液晶の透過率を変え、これにより各画素の表示輝度を変え
、これにより画像の表示を行なう。
【００２７】
　ここで、復号化部７から出力される、１次再生前回フレーム画像データＤｂ０が前回フ
レーム画像Ｄｑ０として用いられた場合の効果と、前回フレーム画像データ２次再生部９
から出力される２次再生前回フレーム画像データＤｐ０が前回フレーム画像Ｄｑ０として
用いられた場合の効果の違いについて説明する。
【００２８】
　まず、再生前回フレーム画像データ生成部１０が再生前回フレーム画像データＤｑ０と
して、変化量Ａｖ１にかかわらず常に１次再生前回フレーム画像データＤｂ０を出力する
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ものと仮定する。この場合、補正画像データ生成部１１は、常に元今回フレーム画像デー
タＤｉ１と復号化画像データＤｂ０から補正画像データＤｊ１を生成することになる。
【００２９】
　入力端子１から順次入力される一連の画像のうち、相前後するフレームの画像相互間に
所定値以上の差異がある場合、即ち時間的な変化が大きい場合、補正画像データ生成部１
１は画像データの時間的な変化に応じた補正を行うが、復号化画像データＤｂ０は符号化
部４および復号化部７による符号化・復号化誤差を含むので、この誤差が補正の誤差とし
て補正画像データＤｊ１に含まれることになる。しかし、この符号化・復号化誤差は、画
像に比較的大きな変化がある場合には許容し得るものである。即ち、画像に大きな変化が
ある場合には、復号化画像データ、即ち１次再生前回フレーム画像データＤｂ０を再生前
回フレーム画像データＤｑ０として用いても大きな問題はない。
【００３０】
　一方、入力端子１から入力される画像データが相前後するフレーム相互間で大きな差異
がない場合、即ち時間的な変化がない或いは少ない場合、補正画像データ生成部１１は画
像データの補正を行わずに元今回フレーム画像データＤｉ１が補正画像データＤｊ１とし
て出力されることが望ましい。しかし、上述したとおり復号化画像データＤｂ０は符号化
・復号化誤差を含むことから、画像が変化しない場合であっても元今回フレーム画像デー
タＤｉ１と復号化画像データＤｂ０は一致しない。その結果、補正画像データ生成部１１
は元今回フレーム画像データＤｉ１に不必要な補正を加えてしまうことになる。画像が変
化しない場合、この補正の誤差が雑音として今回フレーム画像に加算されることになるた
め、この誤差を無視することはできない。即ち、画像が変化しない場合は、復号化画像デ
ータ、即ち１次再生前フレーム画像データＤｂ０を再生前回フレーム画像データＤｑ０と
して用いることは適切ではない。
【００３１】
　次に、再生前回フレーム画像データ生成部１０が、再生前回フレーム画像データＤｑ０
として、変化量Ａｖ１にかかわらず常に２次再生前回フレーム画像データＤｐ０を出力す
るものと仮定する。
【００３２】
　２次再生前回フレーム画像データＤｐ０は、元今回フレーム画像データＤｉ１と変化量
データＤｖ１から演算されるため、２次再生前回フレーム画像データＤｐ０には、今回フ
レーム画像に対応する復号化画像データＤｂ１の符号化・復号化誤差、即ち符号化部４及
び復号化部６による符号化・復号化誤差と、前回フレーム画像に対応する復号化画像デー
タＤｂ０の符号化・復号化誤差、即ち符号化部４及び復号化部７による符号化・復号化誤
差とが合成（互いに重畳あるいは相殺）された状態で含まれる。
【００３３】
　入力端子１から入力される画像データに比較的大きな時間的変化がある場合、上記の合
成誤差は、前述した復号化画像データＤｂ０のみの符号化・復号化誤差、即ち符号化部４
及び復号化部７による符号化・復号化誤差に対して大きくなる場合と小さくなる場合があ
るが、一般的には大きくなる傾向にある。このように画像に比較的大きな時間的変化があ
る場合には、２次再生前回フレーム画像データＤｐ０、従って補正画像データＤｊ１には
、復号化画像データＤｂ０、及び復号化画像データＤｂ１の符号化・復号化誤差が含まれ
ることになり、この誤差は、復号化画像データＤｂ０のみの符号化・復号化誤差よりも大
きくなる傾向があるので、画像に大きな変化がある場合には、２次再生前回フレーム画像
データＤｐ０を再生前回フレーム画像データＤｑ０として用いることは適切ではない。
【００３４】
　一方、入力画像データが変化しない場合、今回フレーム画像に対応する復号化画像デー
タＤｂ１と前回フレーム画像に対応する復号化画像データＤｂ０はともに符号化・復号化
誤差を含むが、この二つの復号化画像データに含まれる符号化・復号化誤差は互いに同じ
である。したがって、画像が全く変化しない場合、これら二つの再生前回フレーム画像デ
ータＤｂ０、Ｄｂ１の誤差が完全に相殺されて、変化量データＤｖ１は符号化・復号化処
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理を行わなかった時と同様に０になり、２次再生前回フレーム画像データＤｐ０は元今回
フレーム画像データＤｉ１と等しくなる。この２次再生前回フレーム画像データＤｐ０が
再生前回フレーム画像データ生成部１０で再生前回フレーム画像データＤｑ０として補正
画像データ生成部１１に出力されるので、補正画像データ生成部１１では、前述したよう
に、常に１次再生前回フレーム画像データＤｂ０を出力する場合のような不必要な補正を
行うことがない。従って、画像が変化しない場合には、２次再生前回フレーム画像データ
Ｄｐ０を再生前回フレーム画像データＤｑ０として用いるのが適切である。
【００３５】
　以上から、再生前回フレーム画像データ生成部１０において、変化量絶対値データ｜Ｄ
ｖ１｜がしきい値ＳＨ０より小さい場合には、画像が変化しない場合に有利な２次再生前
回フレーム画像データＤｐ０を選択し、変化量絶対値データ｜Ｄｖ１｜がしきい値ＳＨ０
より大きい場合、画像に大きな変化がある場合に有利な１次再生前回フレーム画像データ
Ｄｂ０を選択することで、補正画像データ生成部１１が出力する補正画像データＤｊ１に
含まれる符号化及び復号化にともなう誤差を少なくすることができることがわかる。
【００３６】
　なお、本実施の形態の符号化部４および復号化部６、７の組み合わせは、可逆符号化で
きるものでは構成されない。例えば、符号化部４および復号化部６、７が可逆符号化でき
るもので構成される場合には、上記した符号化・復号化の誤差の影響は無くなるので、符
号化部６、変化量算出部８、前回フレーム画像データ２次再生部９、および、再生前回フ
レーム画像データ生成部１０が不要となる。その場合には、復号化部７が復号化画像デー
タＤｂ０を、常に再生前回フレーム画像データＤｑ０として補正画像データ生成部１１に
入力すればよいことになり、回路が簡略化される。本実施の形態では、そのような可逆符
号化のものではなく、非可逆符号化の符号化部４および復号化部６、７の組み合わせを対
象としている。
【００３７】
　以下、符号化及び復号化による誤差について、図３を参照してさらに説明する。
　図３は、符号化・復号化の誤差が補正画像データＤｊ１に与える影響、特に変化量絶対
値データ｜Ｄｖ１｜が小さい（しきい値ＳＨ０より小さい）場合の影響の一例を示す図で
ある図３（ａ）、（ｃ）、（ｄ）、（ｆ）、（ｇ）、（ｈ）でＡ乃至Ｄは、各画素の属す
る列を示し、ａ乃至ｄは、各画素の属する行を示す。
【００３８】
　図３（ａ）は、今回フレームの１フレーム前の画像を表す画像データ、即ち前回フレー
ム画像データＤｉ０の値の一例を示す図である。図３（ｂ）は、図３（ａ）に示した前回
フレーム画像データＤｉ０を符号化することにより得られる符号化画像データＤａ０の一
例を示す図である。図３（ｃ）は、図３（ｂ）に示した符号化画像データＤａ０を復号化
することにより得られる復号化画像データＤｂ０の一例を示す図である。
【００３９】
　図３（ｄ）は、元今回フレーム画像データＤｉ１の値の一例を示す図である。図３（ｅ
）は、図３（ｄ）に示した元今回フレーム画像データＤｉ１を復号化することにより得ら
れる符号化画像データＤａ１の一例を示す図である。図３（ｆ）は、図３（ｅ）に示した
符号化画像データＤａ１を復号化することにより得られる今回フレーム復号化画像データ
Ｄｂ１の一例を示す図である。
【００４０】
　図３（ｇ）は、図３（ｃ）に示した復号化画像データＤｂ０と、図３（ｆ）に示した復
号化画像データＤｂ１の差を求めることにより得られる変化量データＤｖ１の値の一例を
示す図である。図３（ｈ）は、再生前回フレーム画像データ生成部１０から補正画像デー
タ生成部１１に出力される再生前回フレーム画像データＤｑ０の値を示している。
【００４１】
　図３（ｄ）に示した今回フレーム画像データＤｉ１の値は、図３（ａ）に示した前回フ
レーム画像データＤｉ０の値から変化していない。また、図３（ｂ）、（ｅ）は、ＦＴＢ
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Ｃ符号化によって得られる符号化画像データを示しており、代表値（Ｌａ、Ｌｂ）を８ビ
ットとし、各画素に１ビットを割り当てている。
【００４２】
　図３（ａ）、（ｄ）に示される符号化前の画像データと、図３（ｃ）、（ｆ）に示され
る符号化及び復号化を経たデータとを比較してみるとわかるように、復号化画像データ（
図３（ｃ）、（ｆ））の値には誤差が生じている。一方、図３（ｃ）、（ｆ）から分かる
ように、符号化及び復号化を経たデータＤｂ０とＤｂ１は互いに等しい。このように、復
号化画像データＤｂ１及びＤｂ０に符号化・復号化に伴う誤差が生じた場合においても、
復号化画像データＤｂ１と復号化画像データＤｂ０とは互いに等しいので、これらの差で
ある変化量データＤｖ１の値（図３（ｇ））は０になる。
【００４３】
　本実施の形態では、２次再生前回フレーム画像データＤｐ０は、図３（ｄ）の元今回フ
レーム画像データＤｉ１の値と図３（ｇ）の変化量データＤｖ１との和であるが、図３（
ｇ）の変化量データＤｖ１の値は０であるので、２次再生前回フレーム画像データＤｐ０
の値が元今回フレーム画像データＤｉ１の値と同一となる。従って、図３（ｈ）に示した
再生前回フレーム画像データ生成部１０から出力される再生前回フレーム画像データＤｑ
０の値は、図３（ｄ）の元今回フレーム画像データＤｉ１の値と同一になり、この値が補
正画像データ生成部１１に出力される。
【００４４】
　補正画像データ生成部１１に入力される元今回フレーム画像データＤｉ１は、符号化部
４による画像の符号化処理が施されていないデータである。従って、変化しない図３（ｄ
）及び（ｈ）のデータが入力される補正画像データ生成部１１では、元今回フレーム画像
データＤｉ１と、それと同じ値の再生前回フレーム画像データＤｑ０とが入力され、画像
が変化しない場合に望まれる、元今回フレーム画像データＤｉ１を補正することなく（言
い換えると、補正値ゼロで補正することにより得られた）補正画像データＤｊ１を表示部
１２に出力することができる。
【００４５】
　図４は、液晶の応答速度の一例を示す図であり、透過率が０％の状態で、電圧Ｖ５０、
及び電圧Ｖ７５の印加されたときのそれぞれの透過率の変化を示している。図４に示すよ
うに、液晶が所定の透過率に達するのに、１フレームよりも長い期間が必要である場合が
ある。画像データの輝度値が変化したときに、１フレーム期間内に透過率が１フレーム期
間内に所望の値に達するような、より大きな電圧を印加することにより液晶の応答速度を
改善することができる。
　例えば電圧Ｖ７５を印加すれば、液晶の透過率は１フレーム期間が経過したときに５０
％に達する。従って、透過率の目標値が５０％である場合、液晶の印加電圧をＶ７５とす
ることにより、１フレーム期間中に液晶の透過率が所望の値に達する。従って、入力され
た画像データＤｉ１がゼロから１２７に変化したときには、補正された画像データＤｊ１
を１９１として表示ユニット１０に入力することにより、１フレーム期間中に、透過率を
所望の値にすることができる。
【００４６】
　図５（ａ）乃至（ｃ）は、本実施の形態の液晶駆動回路の動作を示す。図５（ａ）は、
今回フレーム画像データＤｉ１の値の変化を示す。図５（ｂ）は補正値データＤｃ１によ
る補正をすることにより得られた補正画像データＤｊ１の値の変化を示す。図５（ｃ）は
補正画像データＤｊ１に対応する電圧が印加されたときの液晶の応答特性を実線で示す。
図５（ｃ）はまた、補正前の画像データ（今回フレーム画像データ）Ｄｉ１が印加された
ときの液晶の応答特性を破線で示す。図５（ｂ）に示すように輝度値が増加又は減少する
と、元今回フレーム画像データＤｉ１に補正値データＤｃ１に応じて補正値Ｖ１又はＶ２
が加算又は減算されて補正画像データＤｊ１が生成される。この補正画像データＤｊ１に
対応する電圧が表示部１２の液晶に印加されて、液晶の透過率を、１フレーム期間内に所
定の値に到達させる（図５（ｃ））。
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【００４７】
　図６は、図１に示した画像データ処理回路の画像データの処理方法の一例を概念的に示
すフローチャートである。
　まず、入力端子１から受信部２を経由して今回フレーム画像データＤｉ１が画像データ
処理回路３に入力される（Ｓｔ１）と、符号化部４では、今回フレーム画像データＤｉ１
を符号化して圧縮し、データ容量を削減した符号化画像データＤａ１を出力する（Ｓｔ２
）。符号化画像データＤａ１は遅延部５に入力され、遅延部５は、その符号化画像データ
Ｄａ１を１フレーム期間だけ遅延させて出力する。遅延部５の出力は、前回フレームの符
号化画像データＤａ０である（Ｓｔ３）。符号化画像データＤａ０は、復号化部７に入力
され、復号化部７では、入力した符号化画像データＤａ０を復号化することにより前回フ
レーム復号化画像データＤｂ０を出力する（Ｓｔ４）。
【００４８】
　符号化部４から出力された符号化画像データＤａ１は、復号化部６にも入力され、復号
化部６では、入力された符号化画像データＤａ１を復号化することにより今回フレーム復
号化画像データ、即ち再生今回フレーム画像データＤｂ１を出力する（Ｓｔ５）。前回フ
レーム復号化画像データＤｂ０および今回フレーム復号化画像データＤｂ１は、変化量算
出部８に入力されて、例えば、前回フレーム復号化画像データＤｂ０から今回フレーム復
号化画像データＤｂ１を減算することにより得られる両者の差分及びその絶対値が、各画
素の画像データの変化量Ａｖ１及びその絶対値｜Ａｖ１｜を表す第１の変化量データＤｖ
１及び第１の変化量絶対値データ｜Ｄｖ１｜として出力される（Ｓｔ６）。従って、第１
の変化量データＤｖ１は、前回フレーム復号化画像データＤｂ０と、今回フレーム復号化
画像データＤｂ１のように、時間的に異なる２つのフレームの復号化画像データを用いて
各フレームの画素毎に、画像データの時間的な変化量Ａｖ１を表すものである。
【００４９】
　第１の変化量データＤｖ１は、前回フレーム画像データ２次再生部９に入力され、前回
フレーム画像データ２次再生部９では、別途に入力された元今回フレーム画像データＤｉ
１と変化量データＤｖ１とを加算することにより２次再生前回フレーム画像データＤｐ０
を生成して出力する（Ｓｔ７）。
【００５０】
　変化量絶対値データ｜Ｄｖ１｜は、再生前回フレーム画像データ生成部１０に入力され
、再生前回フレーム画像データ生成部１０では、第１の変化量絶対値データ｜Ｄｖ１｜が
第１のしきい値より大きいか否かを判断し（Ｓｔ８）、変化量絶対値データ｜Ｄｖ１｜が
第１のしきい値より大きい場合（Ｓｔ８：ＹＥＳ）には、別途に入力される１次再生前回
フレーム画像データＤｂ０と２次再生前回フレーム画像データＤｐ０のうちの１次再生前
回フレーム画像データＤｂ０を選んで、再生前回フレーム画像データＤｑ０として補正画
像データ生成部１１に出力する（Ｓｔ９）。
　一方変化量絶対値データ｜Ｄｖ１｜が第１のしきい値より大きくない場合（Ｓｔ８：Ｎ
Ｏ）には、１次再生前回フレーム画像データＤｂ０と２次再生前回フレーム画像データＤ
ｐ０のうちの２次再生前回フレーム画像データＤｐ０を選んで、再生前回フレーム画像デ
ータＤｑ０として補正画像データ生成部１１に出力する（Ｓｔ１０）。
【００５１】
　補正画像データ生成部１１では、再生前回フレーム画像データＤｑ０として１次再生前
回フレーム画像データＤｂ０が入力された場合には、減算部１１ａで１次再生前回フレー
ム画像データＤｂ０と元今回フレーム画像データＤｉ１との差、即ち第２の変化量Ｄｗ１
（１）を生成し（Ｓｔ１１）、補正値生成部１１ｂで第２の変化量Ｄｗ１（１）に対応す
る液晶の応答時間から補正値Ｄｃ１を演算し、補正部１１ｃで補正値Ｄｃ１を用いて元今
回フレーム画像データＤｉ１を補正することにより、補正画像データＤｊ１（１）を生成
して出力する（Ｓｔ１３）。
【００５２】
　補正画像データ生成部１１では、再生前回フレーム画像データＤｑ０として２次再生前
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回フレーム画像データＤｐ０が入力された場合には、減算部１１ａで２次再生前回フレー
ム画像データＤｐ０と元今回フレーム画像データＤｉ１との差、即ち第２の変化量Ｄｗ１
（２）を生成し（Ｓｔ１２）、補正値生成部１１ｂで第２の変化量Ｄｗ１（２）に対応す
る液晶の応答時間から補正値Ｄｃ１を演算し、補正部１１ｃで補正値Ｄｃ１を用いて元今
回フレーム画像データＤｉ１を補正することにより、補正画像データＤｊ１（２）を生成
して出力する（Ｓｔ１４）。
【００５３】
　なお、ステップＳｔ１３およびＳｔ１４における補正は、液晶表示装置の表示部１２に
画像データが入力されてから表示されるまでの時間を示す応答速度特性、および液晶表示
装置の駆動装置に入力される前回フレームの画像データと今回フレームの画像データとの
間の変化量に対応させて、今回フレームの画像データに対応する、画像を表示するための
輝度等の信号の電圧レベルを補正するものである。
【００５４】
　第１の変化量データＡｖ１が０の場合は、第２の変化量も０となり、補正値Ｄｃ１も０
になるので元今回フレーム画像データＤｉ１が補正されることなく、そのまま補正画像デ
ータＤｊ１として出力される。
【００５５】
　表示部１２は、補正画像データＤｊ１、例えばそれにより表される輝度値に対応する電
圧を液晶に印加することにより表示動作を行う。
【００５６】
　図７は、図１の補正画像データ生成部１１における画像データの処理方法の他の例を概
念的に示すフローチャートである。図７で、ステップＳｔ１１及びＳｔ１２までの処理は
、図６に示す例と同様であり、ステップＳｔ１乃至Ｓｔ８は図示が省略されている。
【００５７】
　図７で、ステップＳｔ９、Ｓｔ１０、Ｓｔ１１、Ｓｔ１２は、図６と同じである。但し
、ステップＳ１１、Ｓ１２では第２の変化量Ｄｗ１に加えて、その絶対値｜Ｄｗ１｜をも
生成する。
　図６のステップＳｔ１１からの第２の変化量Ｄｗ１（１）及びその絶対値或いはステッ
プＳｔ１２からの第２の変化量Ｄｗ１（２）及びその絶対値が入力された補正画像データ
生成部１１では、その第２の変化量Ｄｗ１の絶対値が第２のしきい値より大きいか否かを
判断し（Ｓｔ１５）、第２の変化量Ｄｗ１の絶対値が第２のしきい値より大きい場合（Ｓ
ｔ１５：ＹＥＳ）には、第２の変化量Ｄｗ１（１）で元今回フレーム画像データＤｉ１を
補正することにより、補正画像データＤｊ１（１）を生成して出力する（Ｓｔ１３）。
【００５８】
　第２の変化量Ｄｗ１の絶対値が第２しきい値より大きくない場合（Ｓｔ１５：ＮＯ）に
は、第２の変化量Ｄｗ１（２）で元今回フレーム画像データＤｉ１を補正することにより
、補正を抑制した補正画像データＤｊ１（２）を生成して出力するか、又は補正を実施し
ない（補正量がゼロの）補正画像データＤｊ１（２）を生成して出力する（Ｓｔ１４）。
【００５９】
　表示部１２は、補正画像データＤｊ１、例えばそれにより表される輝度値に対応する電
圧を液晶に印加することにより表示動作を行う。
【００６０】
　なお、上記Ｓｔ１からＳｔ１５までの各ステップは、画像データの各画素および各フレ
ームに対して実施される。
【００６１】
　また、上記の説明では、再生前回フレーム画像データ生成部１０における処理が一つの
第２のしきい値であるＳＨ０に基づいて、２次再生前回フレーム画像データＤｐ０と１次
再生前回フレーム画像データＤｂ０のいずれかを選択する場合について説明したが、これ
に限るものではない。
【００６２】
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　例えば、再生前回フレーム画像データ生成部１０において２つの第２のしきい値として
しきい値ＳＨ０とＳＨ１を設け、このしきい値ＳＨ０、ＳＨ１と変化量絶対値データ｜Ｄ
ｖ１｜の関係により、以下のように再生前回フレーム画像データＤｑ０を出力するように
構成することができる。
【００６３】
　ここで、ＳＨ０とＳＨ１の関係は、以下の関係式（１）であるものとする。
　ＳＨ１＞ＳＨ０　・・・（１）
　｜Ｄｖ１｜＜ＳＨ０の時、
　Ｄｑ０＝Ｄｐ０　・・・（２）
　ＳＨ０≦｜Ｄｖ１｜≦ＳＨ１の時、
　Ｄｑ０＝Ｄｂ０×（｜Ｄｖ１｜－ＳＨ０）／（ＳＨ１－ＳＨ０）
　　　　　＋Ｄｐ０×｛１－（｜Ｄｖ１｜－ＳＨ０）／（ＳＨ１－ＳＨ０）｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（３）
　ＳＨ１＜｜Ｄｖ１｜の時、
　Ｄｑ０＝Ｄｂ０　・・・（４）
【００６４】
　上記式（２）～式（４）のように、変化量絶対値データ｜Ｄｖ１｜がしきい値ＳＨ０と
ＳＨ１の間の場合は、１次再生前回フレーム画像データＤｂ０と２次再生前回フレーム画
像データＤｐ０に基づく演算によって再生前回フレーム画像データＤｑ０を求める。即ち
、１次再生前回フレーム画像データＤｂ０と、２次再生前回フレーム画像データＤｐ０と
を、変化量絶対値データ｜Ｄｖ１｜の、しきい値ＳＨ０としきい値ＳＨ１との間の範囲内
の位置に応じた割合で合成（上記範囲内の位置乃至は、しきい値に対する近さに応じた係
数を掛けて加算）したものを再生前回フレーム画像データＤｑ０として出力する。こうす
ることにより、変化量が小さく、変化がないものとして処理するのが適当な範囲と、画像
に大きな変化があるものとして処理するのが適当な範囲との境界において、変化量の増減
に伴う再生前回フレーム画像データＤｑ０のステップ状の増減を回避することができ、ま
た上記境界付近において、変化がない場合の処理と変化が大きい場合の処理を折衷したか
たちでの処理が可能となる。
【００６５】
　本実施の形態の画像データ処理回路は、補正画像データＤｊ１を生成するに当たり、変
化量の絶対値が小さい場合には、前回フレーム画像データ２次再生部９が出力する２次再
生前回フレーム画像データＤｐ０を再生前回フレーム画像データとして用い、上記変化量
の絶対値が大きい場合には、復号化回路７が出力する１次再生前回フレーム画像データＤ
ｂ０を再生前回フレーム画像データＤｑ０として用いるように構成したので、入力される
画像データが変化しない場合に誤差を生じないようにすることができると共に、入力され
る画像データが変化する場合であっても誤差を抑制することができる。
【００６６】
　また、符号化部４により元今回フレーム画像データＤｉ１を符号化し、データ量を圧縮
して遅延するので、元今回フレーム画像データＤｉ１を１フレーム期間遅延するために必
要なメモリの容量を削減することができる。
　また、元今回フレーム画像データＤｉ１の画素情報を間引かずに符号化・復号化するの
で、適切な値の補正画像データＤｊ１を発生し、液晶の応答速度を正確に制御することが
できる。
　また、補正画像データ生成部１１は、元今回フレーム画像データＤｉ１と再生前回フレ
ーム画像データＤｑ０に基づいて補正画像データＤｊ１を生成するので、補正画像データ
Ｄｊ１は、符号化・復号化の誤差の影響を受けない。
【００６７】
実施の形態２．
　実施の形態１では、補正画像データ生成部１１で、１次再生前回フレーム画像データＤ
ｂ０あるいは２次再生前回フレーム画像データＤｐ０と、元今回フレーム画像データＤｉ
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１との間の第２の変化量Ｄｗ１を演算し、以降の補正については応答速度特性、および今
回フレームと前回フレームの画像データとの間の変化量に対応させて、今回フレームの画
像データ、従って、これに対応する、輝度信号等の電圧レベルを補正することとしたが、
個々の画像データを画素毎に演算することは、処理装置の演算負荷を増大させると言う問
題がある。さらに、実施の形態１では、補正データを求めるための演算式が単純な場合に
は対応が可能であっても、演算式が複雑になると演算負荷の増大等により対応できない場
合がある。そこで、以下に示す実施の形態２では、今回フレームと前回フレームの画像デ
ータ値に対応する液晶の応答時間から、今回フレームの画像データに対する補正値乃至補
正量を予め演算することにより得られた補正量をルックアップテーブルに格納しておき、
そのテーブルを用いて補正量を求め、この補正量を用いて補正画像データを生成して出力
する。
【００６８】
　なお、本実施の形態では、補正画像データ生成部１１の内部に補正量のテーブルを格納
し、テーブルを用いて得られた補正量を出力する部分以外は、上記した実施の形態１と同
様であるので、重複する記載は省略する。
【００６９】
　図８は、実施の形態２で用いられる補正画像データ生成部１１の一例を詳しく示す。こ
の補正画像データ生成１１は、ルックアップテーブル１１ｄと、補正部１１ｃとを有する
。
　ルックアップテーブル１１ｄは、後に詳しく説明するように、再生前回フレーム画像デ
ータＤｑ０と元今回フレーム画像データＤｉ１とを入力とし、これらにより指定されるア
ドレス（記憶位置）に、予め格納されたデータを補正量Ｄｃ１として出力する。このルッ
クアップテーブル１１ｄは、任意の前回フレーム画像データと任意の今回フレーム画像デ
ータに対応する、液晶表示部の応答時間に基づく今回フレームの画像データの補正量を出
力するように予め設定されたものである。
【００７０】
　補正部１１ｃは、図２に示すものと同様のものであり、補正値Ｄｃ１を用いて元今回フ
レーム画像データＤｉ１を補正して、補正画像データＤｊ１を出力する。補正部１１ｃは
例えば、補正値Ｄｃ１を元今回フレーム画像データＤｉ１に加算することで、補正画像デ
ータＤｊ１を生成するものである。
　なお、このような補正部の代りに、補正値Ｄｃ１を元今回フレーム画像データＤｉ１に
乗算することにより、補正画像データＤｊ１を生成するものを用いても良い。
【００７１】
　図９は、ルックアップテーブル１１ｄの構成を模式的に示す図である。
　図９において、マトリクスで表示された部分はルックアップテーブル１１ｄであり、ア
ドレスとして与えられる元今回フレーム画像データＤｉ１および再生前回フレーム画像デ
ータＤｑ０は、それぞれ８ビットの画像データであり、０～２５５の値をとる。図９に示
したルックアップテーブルは、２次元に配列される２５６×２５６個のデータを有し、元
今回フレーム画像データＤｉ１および再生前回フレーム画像データＤｑ０の両値の組合せ
に対応する補正量Ｄｃ１＝ｄｔ（Ｄｉ１，Ｄｑ０）を出力する。
【００７２】
　この実施の形態においても、図４で説明したように、液晶が所定の透過率に到達するに
は１フレーム期間よりも長い応答時間を要することがあるので、今回フレーム画像の輝度
値が変化する場合、１フレーム期間経過時の透過率が所望の値となるように増加又は減少
させた電圧を液晶に印加することにより液晶の応答速度を向上させるものである。
【００７３】
　図１０は、前回フレーム画像と今回フレーム画像との間の輝度の変化に対応する液晶の
応答時間の一例を示す。
　図１０において、ｘ軸は今回フレーム画像データＤｉ１の値（今回フレーム画像におけ
る輝度値）であり、ｙ軸は前回フレーム画像データＤｉ０の値（１フレーム前の画像にお
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ける輝度値）であり、ｚ軸は液晶が前回フレーム画像データＤｉ０の輝度値に対応する透
過率から今回フレーム画像データＤｉ１の輝度値に対応する透過率となるまでに要する応
答時間を示している。
【００７４】
　なお、図１０に示される前回フレーム画像データＤｉ０は、今回フレーム画像データＤ
ｉ１の１フレーム前に実際に入力された画像データを示すものであるのに対し、図９に示
される再生前回フレーム画像データＤｑ０は、１次再生前回フレーム画像データＤｂ０及
び２次再生前回フレーム画像データＤｐ０に基づいて（例えば一方を選択して）生成され
るもの、即ち再生により得られたデータである。ルックアップテーブルには、再生前回フ
レーム画像データＤｑ０が入力されるが、再生前回フレーム画像データＤｑ０は符号化、
復号化による誤差を含むものであり、図１０や後述の図１１、図１４などでは符号化、復
号化を経ない、従って符号化、復号化による誤差を含まない前回フレーム画像データＤｉ
０の値が用いられている。
【００７５】
　図１０で、今回フレーム画像の輝度値が８ビットの場合、今回フレーム画像、および前
回フレーム画像における輝度値の組み合わせは２５６×２５６通り存在するので、応答時
間も２５６×２５６通り存在するが、図１０では輝度値の組み合わせに対応する応答速度
を８×８通りに簡略化して示している。
【００７６】
　応答時間は、図１０に示したように今回フレーム画像における輝度値と前回フレーム画
像における輝度値の組み合わせにより多種多様に変化しているが、今回フレームと前回フ
レームの画像の輝度値が同一である場合には、図１０のｚ＝０の平面上の四辺形における
手前から奥へ向かう対角線方向に示したように、応答時間も０になっている。
【００７７】
　図１１は、図１０の液晶の応答時間から求められた今回フレーム画像データＤｉ１の補
正量の一例を示す。
　図１１に示す補正量Ｄｃ１は、液晶が１フレーム期間経過時に今回フレーム画像データ
Ｄｉ１の値に対応する透過率となるようにするために、今回フレーム画像データＤｉ１に
加えるべき補正量であり、ｘ軸及びｙ軸は図１０と同じであり、ｚ軸が図１０と異なり補
正量になっている。
【００７８】
　補正量は、今回フレームの画像データ値が前回フレームの画像データ値よりも大きい場
合と、逆に今回フレームの画像データ値が前回フレームの画像データ値よりも小さい場合
があるので、補正量が正（＋）である場合と負（－）である場合がある。図１１では、左
側が補正量が正の場合で、右側が補正量が負の場合であり、ｚ＝０の平面上の四辺形にお
ける手前から奥へ向かう対角線方向に示した今回フレームと前回フレーム画像の輝度値が
同一である場合は、図１０と同様に０になっている。また、図１０と同様に、今回フレー
ム画像の輝度値が８ビットの場合、補正量は、今回フレーム画像、および前回フレーム画
像における輝度値の組み合わせに対応して２５６×２５６通り存在するが、図１１では輝
度値の組み合わせに対応する補正量を８×８通りに簡略化して示している。
【００７９】
　図１０に示すように、液晶の応答時間は今回フレーム画像および前回フレーム画像にお
ける輝度値毎に異なり、補正量は簡単な計算式によって求めることができない場合があり
、この場合には、計算ではなく、ルックアップテーブルの使用により補正量を求めるのが
有利であり、補正画像データ生成部１１のルックアップテーブルには、図１１に示すよう
に、今回フレーム画像Ｄｉ１および前回フレーム画像Ｄｉ０の両輝度値に対応する２５６
×２５６通りの補正量のデータが格納されている。
【００８０】
　また、図１１に示した補正量は、液晶の応答速度が遅い輝度値の組み合わせに対する補
正量が大となるよう設定される。液晶は特に、中間輝度（グレー）から高輝度（白）に変
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化する際の応答速度が遅い（応答時間が長い）。従って、中間輝度を表す前回フレーム画
像データＤｉ０と、高輝度を表す今回フレーム画像データＤｉ１の組合せに対応する補正
量の値を正の方向あるいは負の方向に大きく設定することにより、応答速度を効果的に向
上させることができる。
【００８１】
　図１２は、本実施の形態の補正画像データ生成部１１における画像データの処理方法の
一例を概念的に示すフローチャートである。図１２でステップＳｔ９及びＳｔ１０までの
処理は、図６に示す例と同様であり、ステップＳｔ１乃至Ｓｔ８は図示が省略されている
。
【００８２】
　補正画像データ生成部１１では、元今回フレーム画像データＤｉ１と１次再生前回フレ
ーム画像データＤｂ０が入力された場合には、ルックアップテーブル１１ｄから補正量を
検出し（Ｓｔ１６）、その補正量データが０であるか否かを判断する（Ｓｔ１７）。
　補正量データが０ではない場合（Ｓｔ１７：ＮＯ）には、その補正量データで別途に入
力される元今回フレーム画像データＤｉ１を補正することにより、補正画像データＤｊ１
（１）を生成して出力する（Ｓｔ１８）。
　補正量データが０である場合（Ｓｔ１７：ＹＥＳ）には、その補正量データ＝０により
元今回フレーム画像データＤｉ１に対する補正を加えず（補正値＝０を加え）、元今回フ
レーム画像データＤｉ１をそのまま補正画像データＤｊ１（２）として出力する（Ｓｔ１
９）。
【００８３】
　表示部１２は、補正画像データＤｊ１、例えばそれにより表される輝度値に対応する電
圧を液晶に印加することにより表示動作を行う。
【００８４】
　以上のように、実施の形態２では、予め求められた補正量を格納したルックアップテー
ブル１１ｄを用いて補正を実施するので、今回フレームの画像データにおける輝度信号等
の電圧レベルを補正する際に、個々の画像データを画素毎に演算するために必要となる処
理装置の演算負荷の増大を実施の形態１よりも抑制することができる。
【００８５】
実施の形態３．
　実施の形態２では、今回フレームの画像データにおける輝度信号等の電圧レベルを補正
する際に、予め求められた補正値を含むルックアップテーブル１１ｄを用いることで演算
負荷を減少させることができることを示したが、ルックアップテーブルに今回フレームの
画像データを補正値で補正した補正画像データを格納しておくことで、演算負荷を更に減
少させることができる。そこで、以下に示す実施の形態３では、ルックアップテーブルに
今回フレームの画像データを補正値で補正した各補正画像データを格納しておき、そのテ
ーブルを用いて補正した今回フレームの画像データを出力する。
【００８６】
　なお、本実施の形態３では、補正画像データ生成部１１の内部に予め今回フレーム画像
データを補正した補正画像データのテーブルを格納し、その補正画像データを補正画像デ
ータ生成部１１の出力として用いること以外は、上記した実施の形態２と同様であるので
、重複する記載は省略する。
【００８７】
　図１３は、実施の形態２で用いられる補正画像データ生成部１１の一例を詳しく示す。
この補正画像データ生成部１１は、ルックアップテーブル１１ｅを有する。
　ルックアップテーブル１１ｅは、後に詳しく説明するように、再生前回フレーム画像デ
ータＤｑ０と元今回フレーム画像データＤｉ１とを入力とし、これらにより指定されるア
ドレス（記憶位置）に、予め格納されたデータを補正画像データＤｊとして出力する。
　ルックアップテーブル１１ｅは、任意の前回フレーム画像データと任意の今回フレーム
画像データに対応する液晶表示装置の応答時間に基づいて補正画像データＤｊ１の値を出
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力するように予め設定されたものである。
【００８８】
　図１４は、図１１の元今回フレーム画像データＤｉ１の補正量から求められた補正画像
データ出力の一例を示す。
　図１４は、液晶が１フレーム期間経過時に元今回フレーム画像データＤｉ１の値に対応
する透過率となるよう元今回フレーム画像データＤｉ１を補正した補正画像データＤｊ１
を示すものであり、各座標軸では縦軸のみが図１１と異なり補正画像データＤｊ１の値に
なっている。
【００８９】
　図１０に示すように、液晶の応答時間は今回フレーム画像および１フレーム前の画像に
おける輝度値毎に異なり、補正量は簡単な計算式によって求めることができない場合があ
るので、図１３に示したルックアップテーブル１１ｅには、図１１に示した今回フレーム
画像Ｄｉ１および前回フレーム画像データＤｉ０の両輝度値に対応する２５６×２５６通
りの補正量を、今回フレーム画像データＤｉ１に加算することにより得られた補正画像デ
ータＤｊ１が格納される。なお、補正画像データＤｊ１は、表示部１１の表示可能な輝度
の範囲を超えないよう設定される。
　また、ルックアップテーブル１１ｅにおいて、今回フレーム画像データＤｉ１と前回フ
レーム画像データＤｉ０が等しい部分、すなわち、時間的に画像が変化していない部分で
の補正画像データＤｊ１の値は今回フレーム画像データＤｉ１の値と等しく設定される。
【００９０】
　図１５は、本実施の形態の補正画像データ生成部１１における画像データの処理方法の
一例を概念的に示すフローチャートである。図１５で、ステップＳｔ９及びＳｔ１０まで
の処理は、図６に示す例と同様であり、ステップＳｔ１乃至Ｓｔ８は図示が省略されてい
る。
【００９１】
　再生前回フレーム画像データＤｑ０として、１次再生前回フレーム画像データＤｂ０が
選択された場合も（Ｓｔ９）、１次再生前回フレーム画像データＤｐ０が選択された場合
も（Ｓｔ１０）、補正画像データ生成部１１では、元今回フレーム画像データＤｉ１と再
生前回フレーム画像データＤｑ０をアドレスとしてルックアップテーブル１１ｅにアクセ
スし、ルックアップテーブル１１ｅから補正画像データＤｊ１を読み出し（検出し）、そ
の補正画像データＤｊ１を表示部１２に出力する（Ｓｔ２０）。表示部１２は、補正画像
データＤｊ１、例えばその輝度値に対応する電圧を液晶に印加することにより表示動作を
行う。
【００９２】
　このように本実施の形態では、予め求められた補正画像データＤｊ１を含むルックアッ
プテーブルを用いるので、実施の形態２のように、ルックアップテーブルから出力された
補正値で元今回フレーム画像データを補正する必要がなくなり、処理装置の負荷をさらに
減らすことができる。
【００９３】
実施の形態４．
　上記した実施の形態２及び３では、ルックアップテーブルにより今回フレームの画像デ
ータを補正する際の演算負荷を減少させる例を示したが、ルックアップテーブルは記憶手
段であり、記憶手段の容量を削減することが望まれている。
【００９４】
　本実施の形態は、ルックアップテーブルの容量の削減を可能にするものであり、補正画
像データ生成部１１の内部処理以外の部分は、上記した実施の形態３と同様であるので、
重複する記載は省略する。
【００９５】
　図１６は、本実施の形態の補正画像データ生成部１１の内部構造を示すブロック図であ
る。この補正画像データ生成部１１は、データ変換部１３及び１４と、ルックアップテー
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ブル１５と、補間部１６とを有する。
【００９６】
　データ変換部１３は、受信部２からの今回フレーム画像データＤｉ１を線形量子化し、
ビット数を８から例えば３に削減し、ビット削減された今回フレーム画像データＤｅ１を
出力すると共に、ビット削減する際に得られる補間係数ｋ１を出力する。
　同様に、データ変換部１４は、再生前回フレーム画像データ生成部１０から入力される
再生前回フレーム画像データＤｑ０を線形量子化し、ビット数を８から例えば３に削減し
、ビット削減された前回フレーム画像データＤｅ０を出力すると共に、ビット削減する際
に得られる補間係数ｋ０を出力する。
【００９７】
　データ変換部１３及びデータ変換部１４におけるビット削減は、下位ビットを切り捨て
ることにより行なわれる。上記のように８ビットの入力データを３ビットのデータに変換
する場合には、下位５ビットを切り捨てる。
　仮にこの３ビットのデータを８ビットに復元する際に下位５ビットを０で埋めるとする
と、このように復元された８ビットのデータは、ビット削減前の８ビットのデータよりも
小さな値を持つこととなる。補間部１６は、後述のようにして、ビット削減の際切り捨て
られた下位ビットに応じて、ルックアップテーブル１５の出力に対する修正を行なうもの
である。
【００９８】
　ルックアップテーブル１５は、３ビットの今回フレーム画像データＤｅ１及び前回フレ
ーム画像データＤｅ０が入力されて、４つの中間補正画像データＤｆ１乃至Ｄｆ４を出力
する。ルックアップテーブル１５が、実施の形態３のルックアップテーブル１１ｅと異な
るのは、入力データのビット数が削減されたデータになり、入力データに対応する中間補
正画像データＤｆ１のみならず、それよりも１つ大きい値を持つデータ（アドレスとして
メモリの記憶位置を指定するデータ）の組合せに対応する３つの付加的中間補正画像デー
タＤｆ２、Ｄｆ３、Ｄｆ４が出力されることである。
【００９９】
　補間部１６は、中間補正画像データ値Ｄｆ１乃至Ｄｆ４と、補間係数ｋ０、ｋ１に基い
て補正画像データＤｊ１を生成する。
【０１００】
　図１７は、ルックアップテーブル１５の構造を示す。画像データＤｅ１、Ｄｅ０は３ビ
ットの画像データ（階調レベル数が８である）であり、ゼロから７までの８つの値を取る
。ルックアプテーブル１５は、２次元に配列された９行９列のデータを記憶する。９行９
列のうち、入力データで指定されるのは、８行８列であり、９行目及び９列目は、入力デ
ータよりも１つ大きい値のデータに対応する出力データ（中間補正画像データ）を記憶し
ている。
【０１０１】
　ルックアップテーブル１５は、３ビットの画像データＤｅ１、Ｄｅ０の値に応じてデー
タｄｔ（Ｄｅ１，Ｄｅ０）を中間補正画像データＤｆ１として出力し、さらに中間補正画
像データＤｆ１に隣接する位置から、３つのデータｄｔ（Ｄｅ１＋１，Ｄｅ０）、ｄｔ（
Ｄｅ１，Ｄｅ０＋１）、及びｄｔ（Ｄｅ１＋１，Ｄｅ０＋１）をそれぞれ中間補正画像デ
ータＤｆ２、Ｄｆ３、及びＤｆ４として出力する。
【０１０２】
　補間部１６は、中間補正画像データＤｆ１乃至Ｄｆ４、及び補間係数ｋ１及びｋ０を用
いて、下記の式（５）により、補正画像データＤｊ１を求める。
　Ｄｊ１＝（１－ｋ０）×｛（１－ｋ１）×Ｄｆ１＋ｋ１×Ｄｆ２｝
　　　　＋ｋ０×｛（１－ｋ１）×Ｄｆ３＋ｋ１×Ｄｆ４｝　　　・・・（５）
【０１０３】
　図１８は、式（５）により表される補正画像データＤｊ１の計算方法を図示したもので
ある。値ｓ１及びｓ２は、元今回フレーム画像データＤｉ１のビット数がデータ変換部１
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３により変換される際に用いられるしきい値である。値ｓ３及びｓ４は、再生前回フレー
ム画像データＤｑ０のビット数がデータ変換部１４により変換されるときに用いられるし
きい値である。しきい値ｓ１は、ビット数変換された今回フレーム画像データＤｅ１に対
応し、しきい値ｓ２は、画像データＤｅ１よりも１階調レベル（変換されたビット数で）
だけ大きい画像データＤｅ１＋１に対応し、しきい値ｓ３は、ビット数変換された前回フ
レーム画像データＤｅ０に対応し、しきい値ｓ４は、画像データＤｅ０よりも１階調レベ
ルだけ（変換されたビット数で）大きい画像データＤｅ０＋１に対応する。
【０１０４】
　補間係数ｋ１、ｋ０はビット削減の際のしきい値ｓ１、ｓ２、ｓ３、ｓ４に対する削減
前の値の関係、言い換えると切り捨てた下位ビットで表される値の、しきい値に対する関
係に基づき計算されたもので、例えば以下の式（６）及び（７）により計算される。
　ｋ１＝（Ｄｉ１－ｓ１）／（ｓ２－ｓ１）　　　・・・（６）
ただし、　ｓ１＜Ｄｉ１≦ｓ２
　ｋ０＝（Ｄｑ０－ｓ３）／（ｓ４－ｓ３）　　　・・・（７）
ただし、　ｓ３＜Ｄｑ０≦ｓ４
【０１０５】
　式（５）に示される補間により算出された補正画像データＤｊ１は、表示部１２に出力
される。以降の動作は実施の形態３の場合と同様である。
【０１０６】
　図１９は、本実施の形態の補正画像データ生成部１１における画像データの処理方法の
一例を概念的に示すフローチャートである。図１９で、ステップＳｔ９及びＳｔ１０まで
の処理は、図６に示す例と同様であり、ステップＳｔ１乃至Ｓｔ８は図示が省略されてい
る。
【０１０７】
　再生前回フレーム画像データＤｑ０として、１次再生前回フレーム画像データＤｂ０が
選択された場合も（Ｓｔ９）、２次再生前回フレーム画像データＤｐ０が選択された場合
も（Ｓｔ１０）、補正画像データ生成部１１では、データ変換部１４において、再生前回
フレーム画像データＤｑ０をビット削減することにより得られるビット削減前回フレーム
画像データＤｅ０を出力すると共に、ビット削減時に得られる補間係数ｋ０を出力する（
Ｓｔ２１）。また、データ変換部１３において、元今回フレーム画像データＤｉ１をビッ
ト削減することにより、ビット削減今回フレーム画像データＤｅ１を出力すると共に、ビ
ット削減時に得られる補間係数ｋ１を出力する（Ｓｔ２２）。
【０１０８】
　次に、補正画像データ生成部１１では、ルックアップテーブル１５からビット削減前回
フレーム画像データＤｅ０およびビット削減今回フレーム画像データＤｅ１の組合せに対
応する中間補正画像データＤｆ１を検出すると共に、データの値Ｄｅ０に１を加えたデー
タＤｅ０＋１とデータＤｅ１の組合せ、データＤｅ０とデータＤｅ１の値に１を加えたデ
ータＤｅ１＋１の組合せ、データＤｅ１に１を加えたデータＤｅ１＋１とデータＤｅ０の
値に１を加えたデータＤｅ０＋１の組合せに対応する中間補正画像データＤｆ２～Ｄｆ４
を検出して出力する（Ｓｔ２３）。
【０１０９】
　その後、補間部１６において、補正データＤｆ１～Ｄｆ４、及び補間係数ｋ０及び補間
係数ｋ１に基づいて、図１８を参照して説明したようにして補間を行い、補間された補正
画像データＤｊ１を生成する。生成された補正画像データＤｊ１は補正画像データ生成部
１１の出力となる（Ｓｔ２４）。
【０１１０】
　上記のように、元今回フレーム画像データＤｉ１および再生前回フレーム画像データＤ
ｑ０のビット数を変換することにより得られたデータ（Ｄｅ１、Ｄｅ０）及びこれに隣接
するデータ（Ｄｅ１＋１、Ｄｅ０）、（Ｄｅ１、Ｄｅ０＋１）、および（Ｄｅ１＋１、Ｄ
ｅ０＋１）に対応する４つの補正画像データＤｆ１、Ｄｆ２、Ｄｆ３、Ｄｆ４及び補間係
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数ｋ０及びｋ１を用いて補間を行って補正画像データＤｊ１を求めることにより、データ
変換部１３、１４における量子化誤差が補正画像データＤｊ１に与える影響を低減するこ
とができる。
【０１１１】
　なお、データ変換部１３、１４によるデータ変換後のビット数は、３ビットに限ること
なく、補間部１６によって補間することで、実際上（使用目的に応じて）許容可能な精度
で補正画像データＤｊ１を求められるビット数であれば、任意のビット数を選択すること
ができる。また、当然ながら、量子化ビット数に応じてルックアップテーブル記憶部１５
のデータの個数が変化する。さらに、データ変換後のデータ変換部１３、１４によるデー
タ変換後のビット数が、互いに異なるビット数でも良く、いずれか一方のデータ変換を実
施しないことも可能である。
【０１１２】
　さらにまた、上記の例では、データ変換部が１３、１４が、線形量子化によりビット数
削減を行っているが、非線形量子化を行っても良い。この場合、補間部１６は、線形補間
の代りに、高次の関数を用いた補間演算を用いて補正画像データＤｊ１を算出するよう構
成される。
　非線形量子化によりビット数を変換する際、補正画像データの変化（隣接する補正画像
データ間の差）が大きい領域で量子化密度を高く設定することにより、ビット数削減に伴
う補正画像データＤｊ１の誤差を低減することができる。
【０１１３】
　このように本実施の形態では、補正画像データを求めるためのルックアップテーブルの
容量を削減しても、補正画像データを正確に求めることができる。
【０１１４】
　なおまた、上記の第４の実施の形態では、ルックアップテーブルが、中間補正画像デー
タＤｆ１、Ｄｆ２、Ｄｆ３、Ｄｆ４を出力するよう構成され、これらの中間補正画像デー
タを用いて補間を行って補正画像データＤｊ１を求めている。しかし、ルックアップテー
ブルとして、中間補正画像データでなく、中間補正値を出力するものを用い、中間補正値
を用いて補間を行って補正値を求め、その後実施の形態２と同じように、この補正値で元
今回フレーム画像データｄｉ１を補正して補正画像データＤｊ１を求めることとしても良
い。
【０１１５】
実施の形態５．
　図２０は、本発明の実施の形態１に係る液晶表示装置の駆動装置の構成を示すブロック
図である。
　実施の形態５の駆動装置は、実施の形態１の駆動装置と概して同じである。異なるのは
、実施の形態１の符号化部４の代わりに量子化部２４が設けられ、変化量算出部８、前回
フレーム画像データ２次再生部９、及び再生前回フレーム画像データ生成部１０の代わり
、変化量算出部２６、前回フレーム画像データ２次再生部２７、及び再生前回フレーム画
像データ生成部２８が設けられ、実施の形態１の復号化部５及び７が設けられておらず、
さらにビット復元部２９及び３０が設けられている点である。
【０１１６】
　即ち実施の形態１では、符号化部を用いてデータ圧縮を行い、データ圧縮された画像デ
ータを遅延部５で遅延させることとし、これにより、遅延部５として用いられるフレーム
メモリの容量を削減しているが、実施の形態５では、量子化部２４を用い、これにより画
像データのデータ圧縮を行っている。
【０１１７】
　量子化部２４は、元今回フレーム画像データＤｉ１に対し、線形又は非線形の量子化を
行なってビット数を削減し、量子化データ、即ちビット削減されたデータＤｇ１を出力す
る。量子化によりビット数を少なくすれば、遅延部２５で遅延させるべき画像データの量
を少なくでき、従って遅延部を構成するフレームメモリの容量を小さくすることができる
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。
【０１１８】
　量子化後のビット数は、予め設定される削減後の画像データの量に応じて任意のビット
数を選択することができる。例えば、Ｒ、Ｇ、Ｂ各色の８ビットのデータが受信部２より
出力される場合には、それぞれ４ビットに削減することで、画像データの量を１／２にす
ることができる。また、量子化部は、ＲＧＢのビット数が互いに異なるように量子化して
も良い。例えば、一般に人間の視感度が低いＢに対して、他の色よりも少ないビット数に
量子化することで、効率的に画像データの量を削減することもできる。
【０１１９】
　以下の説明では、元今回フレーム画像データＤｉ１が８ビットのデータであり、その所
定数の上位ビット、例えば上位４ビットを抽出することにより線形の量子化を行い、４ビ
ットのデータを生成するものとする。
【０１２０】
　量子化部２４から出力される量子化された画像データＤｇ１は、遅延部２５と変化量算
出部２６に入力される。
【０１２１】
　遅延部２５は、量子化データＤｇ１を受けて、元今回フレーム画像データＤｉ１の１フ
レーム前の画像データ、即ち前回フレームの画像データが量子化された量子化画像データ
Ｄｇ０を出力する。
【０１２２】
　遅延部２５は、前回フレームの量子化画像データＤｇ１を１フレーム期間記憶するメモ
リによって構成される。よって、元今回フレーム画像データＤｉ１の量子化後の画像デー
タのビット数を少なくするほど、遅延部２５を構成するメモリの容量を小さくすることが
できる。
【０１２３】
　変化量算出部２６は、前回フレームの画像を表す量子化データＤｇ０から、今回フレー
ムの画像を表す量子化画像データＤｇ１を減算することで、これらの間の変化量Ｂｖ１及
びその絶対値｜Ｂｖ１｜を求める。即ち、これらの変化量及びその絶対値を、削減された
ビット数で表す変化量データＤｔ１及び変化量絶対値データ｜Ｄｔ１｜を生成して出力す
る。変化量Ｂｖ１も第１の変化量と呼ばれることがあり、変化量データＤｔ１及び変化量
絶対値データ｜Ｄｔ１｜は、同じ理由で第１の変化量データ、第１の変化量絶対値データ
と呼ばれることがある。
【０１２４】
　ビット復元部２９は、変化量算出部２６から出力される変化量データＤｔ１に基づき、
元の画像データＤｉ１と同じビット数で変化量Ｂｖ１を表す変化量データＤｕ１を出力す
る。この変化量データＤｕ１は後述のようにしてビット復元を行なうことにより得られる
。
　ビット復元部３０は、遅延部２５から出力される量子化画像データＤｇ０のビット数を
元今回フレーム画像データＤｉ１のビット数に合わせることにより、ビット復元画像デー
タＤｈ０を出力する。ビット復元画像データＤｈ０は、実施の形態１などにおける、復号
化画像データＤｂ０に対応するものであり、実施の形態１の復号化画像データＤｂ０と同
様、１次再生前回フレーム画像データとも呼ばれる。
【０１２５】
　前回フレーム画像データ２次再生部２７は、元今回フレーム画像データＤｉ１と、ビッ
ト復元された変化量データＤｕ１とを受け、画像データＤｉ１に変化量データＤｕ１を加
算することにより、前回フレームの画像に対応する２次再生前回フレーム画像データＤｐ
０を生成して出力する。
【０１２６】
　変化量データＤｔ１のビット数は、量子化画像データＤｇ０、Ｄｇ１のビット数と同様
に、元今回フレーム画像データＤｉ１よりも少ないために、元今回フレーム画像データＤ
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ｉ１との加算に先立ち、変化量データＤｔ１のビット数を元今回フレーム画像データＤｉ
１のビット数に合わせる必要がある。ビット復元部２９は、このために設けられたもので
あり、変化量Ｂｖ１を表すデータＤｔ１のビット数を元今回フレーム画像データＤｉ１の
ビット数に合わせる処理を行なうことにより、ビット復元変化量データＤｕ１を生成して
出力する。
【０１２７】
　例えば、量子化部２４で８ビットのデータを４ビットに量子化した場合、４ビットの量
子化データＤｇ０とＤｇ１の減算により変化量データＤｔ１が求められるので、変化量デ
ータＤｔ１は１ビットの符号部ｓと４ビットのデータ部ｂ７、ｂ６、ｂ５、ｂ４によって
表される。
　この場合、変化量データＤｔ１は、上位のビットからｓ、ｂ７、ｂ６、ｂ５、ｂ４の順
に並べたものとなる。
　ここで、ビット復元部２９におけるビット復元のために、下位の４ビットに０を入れて
ビット数を合わせる場合には、ビット復元後のデータはｓ、ｂ７、ｂ６、ｂ５、ｂ４、０
、０、０、０となり、１を入れる場合には、ｓ、ｂ７、ｂ６、ｂ５、ｂ４、１、１、１、
１となる。また、上位のビットと同じ値を下位のビットに入れる場合には、ｓ、ｂ７、ｂ
６、ｂ５、ｂ４、ｂ７、ｂ６、ｂ５、ｂ４とすれば良い。
【０１２８】
　このようにして得られたビット復元後の変化量データＤｕ１を元今回フレーム画像デー
タＤｉ１に加算することにより２次再生前回フレーム画像データＤｐ０が得られるが、こ
の２次再生前回フレーム画像データＤｐ０は、元今回フレーム画像データＤｉ１が８ビッ
トの場合は、０から２５５の間になるように制御される必要がある。
【０１２９】
　なお、量子化部２４において４ビット以外のビット数に量子化した場合であっても、上
記と同様に、或いは上記の説明の組合せを用いることで、ビット数を合わせることができ
る。
【０１３０】
　再生前回フレーム画像データ生成部２８は、変化量算出部２６が出力する変化量絶対値
データ｜Ｄｔ１｜に基いて、その変化量絶対値データ｜Ｄｔ１｜が、任意に設定すること
ができるしきい値ＳＨ０よりも大きい場合に、ビット復元部３０が出力するビット復元さ
れた１次再生前回フレーム画像データＤｈ０を再生前回フレーム画像データＤｑ０として
出力し、変化量絶対値データ｜Ｄｔ１｜がＳＨ０よりも小さい場合には、前回フレーム画
像データ２次再生部２７が出力する２次再生前回フレーム画像データＤｐ０を再生前回フ
レーム画像データＤｑ０として出力する。
【０１３１】
　ビット復元部３０は、上記のように、量子化画像データＤｇ０のビット数を元今回フレ
ーム画像データＤｉ１のビット数に合わせ、ビット復元画像データ、即ち１次再生前回フ
レーム画像データＤｈ０を出力するものであり、前回フレーム量子化画像データＤｇ０を
再生前回フレーム画像データ生成部２８に入力する前に、今回フレーム画像データＤｉ１
のビット数に合わせるのが望ましいために設けられている。
【０１３２】
　ビット復元部３０において、ビット数を合わせる方法として、不足する下位のビットを
０にする方法や、１にする方法、或いは複数の上位ビットと同じ値を下位ビットに入れる
方法などを用いることができる。
【０１３３】
　例えば、量子化部２４で８ビットのデータを４ビットに量子化し、量子化された４ビッ
トのデータをビット復元部３０で８ビットに合わせる場合について説明する。量子化後の
４ビットのデータを上位からｂ７、ｂ６、ｂ５、ｂ４とすると、下位の４ビットに０を入
れる場合には、ｂ７、ｂ６、ｂ５、ｂ４、０、０、０、０となり、１を入れる場合には、
ｂ７、ｂ６、ｂ５、ｂ４、１、１、１、１となる。また、上位のビットと同じ値を下位ビ
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ットに入れる場合には、ｂ７、ｂ６、ｂ５、ｂ４、ｂ７、ｂ６、ｂ５、ｂ４とすれば良い
。
【０１３４】
　補正画像データ生成部１１は、今回フレーム画像データＤｉ１、及び再生前回フレーム
画像データＤｑ０から、今回フレーム画像の輝度値が前回フレーム画像の画像データとの
間で変化する場合、液晶が１フレーム期間内に当該今回フレーム画像の輝度値に対応する
透過率となるように補正された補正画像データＤｊ１を出力する。
　ここでは、液晶表示装置の表示部１２の応答速度特性による遅れを補償するように、元
今回フレーム画像データＤｉ１における画像を表示するための信号の電圧レベルを補正し
ている。
【０１３５】
　補正画像データ生成部１１は、液晶表示部１２に画像データが入力されてから表示され
るまでの時間を示す応答速度特性、及び液晶表示装置の駆動装置に入力される前回フレー
ムの画像データと今回フレームの画像データとの間の変化量に対応させて、今回フレーム
の画像データに対応する、画像を表示するための信号の電圧レベルを補正するものである
。
【０１３６】
　その他の動作は実施の形態１と同じであるので、詳細な説明を省略する。
【０１３７】
　図２１は、図２０に示した画像データ処理回路の画像データの処理方法の一例を概念的
に示すフローチャートである。
　まず、入力端子１から受信部２を経由して元今回フレーム画像データＤｉ１が画像デー
タ処理回路２３に入力される（Ｓｔ３１）と、量子化部２４では、元今回フレーム画像デ
ータＤｉ１を量子化して圧縮し、データ容量を削減した量子化画像データＤｇ１を出力す
る（Ｓｔ３２）。量子化画像データＤｇ１は遅延部２５に入力され、遅延部２５では、そ
の量子化画像データＤｇ１を１フレーム期間だけ遅延させて出力する。従って、量子化画
像データＤｇ１が入力されると、遅延部２５からは、前回フレームの量子化画像データＤ
ｇ０が出力される（Ｓｔ３３）。
【０１３８】
　ビット復元部３０は、遅延部２５から出力された量子化画像データＤｇ０をビット復元
することにより、ビット復元画像データ、即ち１次再生前回フレーム画像データＤｈ０を
生成する（Ｓｔ３４）。
【０１３９】
　量子化部２４から出力された量子化画像データＤｇ１と遅延部２５から出力された量子
化画像データＤｇ０とは、変化量算出部２６に入力されて、例えば、量子化画像データＤ
ｇ０から量子化画像データＤｇ１を減算することにより得られる両者の差分が各画素毎に
第１の変化量データＤｔ１として出力され、また差分の絶対値が変化量絶対値データ｜Ｄ
ｔ１｜として出力される（Ｓｔ３５）。変化量データＤｔ１は、量子化画像データＤｇ０
と量子化画像データＤｇ１のように、時間的に異なる２つのフレームの量子化された画像
データを用いて各フレームの画像データ毎に時間的な変化を表すものである。
【０１４０】
　ビット復元部２９は、変化量データＤｔ１をビット復元することにより、ビット復元変
化量データＤｕ１を生成して出力する（Ｓｔ３６）。
　ビット復元変化量データＤｕ１は前回フレーム画像データ２次再生部２７に入力され、
前回フレーム画像データ２次再生部２７では、別途に入力された元今回フレーム画像デー
タＤｉ１とビット復元変化量データＤｕ１とを加算することにより、２次再生前回フレー
ム画像データＤｐ０を生成して出力する（Ｓｔ３７）。
【０１４１】
　一方ビット削減変化量絶対値データ｜Ｄｔ１｜は、再生前回フレーム画像データ生成部
２８に入力され、再生前回フレーム画像データ生成部２８では、ビット削減変化量絶対値
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データ｜Ｄｔ１｜が所定の第１のしきい値より大きいか否かを判断し（Ｓｔ３８）、変化
量絶対値データ｜Ｄｔ１｜が第１のしきい値より大きい場合（Ｓｔ３８：ＹＥＳ）には、
ビット復元画像データ、即ち１次再生前回フレーム画像データＤｈ０と２次再生前回フレ
ーム画像データＤｐ０のうちの、１次再生前回フレーム画像データＤｈ０を選んで、再生
前回フレーム画像データＤｑ０として補正画像データ生成部１１に出力する（Ｓｔ３９）
。変化量絶対値データ｜Ｄｔ１｜が第１のしきい値より大きくない場合（Ｓｔ３８：ＮＯ
）には、１次再生前回フレーム画像データＤｈ０と２次再生前回フレーム画像データＤｐ
０のうちの、２次再生前回フレーム画像データＤｐ０を選んで、再生前回フレーム画像デ
ータＤｑ０として補正画像データ生成部１１に出力する（Ｓｔ４０）。
【０１４２】
　補正画像データ生成部１１では、再生前回フレーム画像データＤｑ０として１次再生前
回フレーム画像データＤｈ０が入力された場合には、その１次再生前回フレーム画像デー
タＤｈ０と元今回フレーム画像データＤｉ１との差、即ち第２の変化量Ｄｗ１（１）を演
算し（Ｓｔ４１）、その第２の変化量Ｄｗ１（１）に対応する液晶の応答時間から補正値
を演算し、その補正値で元今回フレーム画像データＤｉ１を補正することにより、補正画
像データＤｊ１（１）を生成して出力する（Ｓｔ４３）。
【０１４３】
　補正画像データ生成部１１では、再生前回フレーム画像データＤｑ０として２次再生前
回フレーム画像データＤｐ０が入力された場合には、２次再生前回フレーム画像データＤ
ｐ０と元今回フレーム画像データＤｉ１との差、即ち第２の変化量Ｄｗ１（２）を演算し
（Ｓｔ４２）、その第２の変化量Ｄｗ１（２）に対応する液晶の応答時間から補正値を演
算し、その補正値で元今回フレーム画像データＤｉ１を補正することにより、補正画像デ
ータＤｊ１（２）を生成して出力する（Ｓｔ４４）。
【０１４４】
　尚、ステップＳｔ４３およびＳｔ４４における補正は、液晶表示部１２に画像データが
入力されてから表示されるまでの時間を示す応答速度特性、および液晶表示装置の駆動装
置に入力される前回フレームの画像データと今回フレームの画像データとの間の変化量に
対応させて、今回フレームの画像データに対応する、画像を表示するための輝度等の信号
の電圧レベルを補正するものである。
【０１４５】
　第１の変化量データＤｔ１が０の場合は、第２の変化量Ｄｗ１（２）も０となり、その
補正値も０になるので元今回フレーム画像データＤｉ１の補正を行なわず、補正画像デー
タＤｊ１（２）として出力される。
【０１４６】
　表示部１２は、補正画像データＤｊ１、例えばそれにより表される輝度値に対応する電
圧を液晶に印加することにより表示動作を行う。
【０１４７】
　なお、上記の説明では、再生前回フレーム画像データ生成部２８における処理が任意に
設定することができるしきい値ＳＨ０に基づいて、２次再生前回フレーム画像データＤｐ
０と１次再生前回フレーム画像データＤｈ０のいずれかを選択する場合について説明した
が、これに限るものではない。
【０１４８】
　例えば、再生前回フレーム画像データ生成部２８において２つのしきい値ＳＨ０とＳＨ
１を設け、このしきい値ＳＨ０、ＳＨ１と変化量絶対値データ｜Ｄｔ１｜の関係により、
以下のように再生前回フレーム画像データＤｑ０を出力するように構成することができる
。
【０１４９】
　ここで、ＳＨ０とＳＨ１の関係は、以下の関係式（８）であるものとする。
　ＳＨ１＞ＳＨ０　・・・（８）
　｜Ｄｔ１｜＜ＳＨ０の時、
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　Ｄｑ０＝Ｄｐ０　・・・（９）
　ＳＨ０≦｜Ｄｔ１｜≦ＳＨ１の時、
　Ｄｑ０＝Ｄｈ０×（｜Ｄｔ１｜－ＳＨ０）／（ＳＨ１－ＳＨ０）
　　　　　＋Ｄｐ０×｛１－（｜Ｄｔ１｜－ＳＨ０）／（ＳＨ１－ＳＨ０）｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（１０）
　ＳＨ１＜｜Ｄｔ１｜の時、
　Ｄｑ０＝Ｄｈ０　・・・（１１）
【０１５０】
　上記式（９）～式（１１）のように、変化量絶対値データ｜Ｄｔ１｜がしきい値ＳＨ０
とＳＨ１の間の場合は、１次再生前回フレーム画像データＤｈ０と２次再生前回フレーム
画像データＤｐ０から演算によって再生前回フレーム画像データＤｑ０を求める。即ち、
１次再生前回フレーム画像データＤｈ０と、２次再生前回フレーム画像データＤｐ０とを
、変化量絶対値データ｜Ｄｔ１｜の、しきい値ＳＨ０としきい値ＳＨ１との間の範囲内の
位置に応じた割合で合成（上記範囲内の位置乃至は、しきい値に対する近さに応じた係数
を掛けて加算）したものを再生前回フレーム画像データＤｑ０として出力する。こうする
ことにより、変化量が小さく、変化がないものとして処理するのが適当な範囲と、変化が
大きいものとして処理するのが適当な範囲との境界において、変化量の増減に伴う再生前
回フレーム画像データＤｑ０のステップ状の増減を回避することができ、また上記境界付
近において、変化がない場合の処理と変化が大きい場合の処理を折衷したかたちでの処理
が可能となる。
【０１５１】
　実施の形態５で用いられる量子化部は、実施の形態１の符号化部よりも簡単な回路で実
現することができるので、実施の形態５によれば、画像データ処理回路の構成をより簡単
なものとすることができる。
【０１５２】
　なお、実施の形態１について実施の形態２乃至４を参照して説明したのと同様の変形を
、実施の形態５に対しても加えることができる。特に、実施の形態２及び３で説明したよ
うに、ルックアップテーブルの使用、実施の形態４で説明したような、ビット削減及び補
間が可能である。
【０１５３】
　なおまた、実施の形態１乃至４では、符号化によりデータ圧縮を行ない、実施の形態５
では量子化によりデータ圧縮を行なっているが、これらの方法以外の方法でデータ圧縮を
行なっても良い。
【図面の簡単な説明】
【０１５４】
【図１】本発明の実施の形態１に係る液晶表示装置の駆動装置の構成を示すブロック図で
ある。
【図２】図１の補正画像データ生成部１１の一例をより詳しく示すブロック図である。
【図３】（ａ）～（ｈ）は符号化・復号化の誤差が補正画像データに与える影響、特に変
化量絶対値が小さい場合の影響を説明するための、画像データの値を示す図である。
【図４】液晶の応答速度の一例を示す図であり、透過率が０％の状態で、電圧Ｖ５０、及
び電圧Ｖ７５の印加されたときのそれぞれの透過率の変化を示す線図である。
【図５】（ａ）は、今回フレーム画像データの値の変化を示す線図であり、（ｂ）は補正
データにより補正することにより得られた補正画像データの値の変化を示す線図であり、
（ｃ）は補正画像データに対応する電圧が印加されたときの液晶の応答特性を示す線図で
ある。
【図６】図１に示した画像データ処理回路の画像データの処理方法の一例を概念的に示す
フローチャートである。
【図７】図１に示した画像処理回路の画像データの処理方法の他の例を概念的に示すフロ
ーチャートである。
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【図８】本発明の実施の形態２で用いられる補正画像データ生成部１１の一例を示すブロ
ック図である。
【図９】実施の形態２で用いられるルックアップテーブル１１ｄの構成を模式的に示す図
である。
【図１０】前回フレーム画像と今回フレーム画像との間の輝度の変化に対応する液晶の応
答時間の一例を示す図である。
【図１１】図１０の液晶の応答時間から求められた今回フレーム画像データＤｉ１の補正
量の一例を示す図である。
【図１２】実施の形態２の画像データの処理方法の一例を概念的に示すフローチャートで
ある。
【図１３】実施の形態２で用いられる補正画像データ生成部１１の一例を示すブロック図
である。
【図１４】図１１の今回フレーム画像データＤｉ１の補正量Ｄｃ１から求められた補正画
像データ出力の一例を示す図である。
【図１５】本発明の実施の形態３の画像データの処理方法の一例を概念的に示すフローチ
ャートである。
【図１６】本発明の実施の形態４の補正画像データ生成部１１の内部構成を示すブロック
図である。
【図１７】補正画像データ生成部でルックアップテーブルを利用する場合の動作の一例を
模式的に示す図である。
【図１８】補間による補正画像データの算出方法を示す図である。
【図１９】実施の形態４の画像データの処理方法の一例を概念的に示すフローチャートで
ある。
【図２０】本発明の実施の形態５に係る液晶表示装置の駆動装置の構成を示すブロック図
である。
【図２１】図２０に示した画像データ処理回路の画像データの処理方法の一例を概念的に
示すフローチャートである。
【符号の説明】
【０１５５】
　１　入力端子、　２　受信部、　３　画像データ処理回路、　４　符号化部、　５　遅
延部、　６、７　復号化部、　８　変化量算出部、　９　前回フレーム画像データ２次再
生部、　１０　再生前回フレーム画像データ生成部、　１１　補正画像データ生成部、　
１１ａ　減算部、　１１ｂ　補正値生成部、　１１ｃ　補正部、　１１ｄ　ルックアップ
テーブル、　１１ｅ　ルックアップテーブル、　１２　表示部、　１３、１４　データ変
換部、　１５　ルックアップテーブル記憶部、　１６　補間部、　２４　量子化部、　２
５　遅延部、　２６　変化量算出部、　２６　変化量算出部、　２７　前回フレーム画像
データ２次再生部、　２８　再生前回フレーム画像データ生成部、　２９、３０　ビット
復元部。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】
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